
しらかみニュース

▲完成したステッカーを貼る山谷部会長

　

ね
ぎ
部
会（
山
谷
初
男
部
会
長
）
と
Ｊ
Ａ
は
、
白

神
ね
ぎ
の
年
間
販
売
高
10
億
円
達
成
を
目
指
し
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
け
て
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
９
億
円
を
超
え
る
販
売
高
と
な
り
、
来

年
度
の
10
億
円
達
成
で
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
強
化
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
取
り
組
み
の
１
つ
と
し
て
、
昨
年

デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し
た

『
白
神
ね
ぎ
販
売
促
進

ス
テ
ッ
カ
ー
』
が
こ
の

度
完
成
し
ま
し
た
。
こ

の
ス
テ
ッ
カ
ー
は
販
促

グ
ッ
ズ
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
で
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、

Ｊ
Ａ
・
ね
ぎ
部
会
員
の

作
業
車
等
に
貼
ら
れ
、

特
産
品
の
知
名
度
向
上

に
活
か
さ
れ
ま
す
。

特産品の販売促進、知名度向上に活用

『白神ねぎ』ステッカーで、ブランドイメージアップを促進

　

毎
週
土
曜
日
11
時

か
ら
Ａ
Ｋ
Ｔ
秋
田
テ

レ
ビ
で
放
送
し
て
い

る
、『
Ｊ
Ａ
み
ど
り
の

広
場
』
の
収
録
が
２
月

10
日
に
管
内
で
行
わ

れ
、
農
産
物
の
特
徴
や

料
理
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
特
産
品
で

あ
る
「
白
神
山
う
ど
」

を
取
材
し
ま
し
た
。
生

産
者
紹
介
で
は
、桜
田
和
浩
さ
ん
（
山
う
ど
部
会
長
）

の
圃
場
へ
伺
っ
て
、
今
後
の
展
望
や
栽
培
へ
の
こ
だ

わ
り
を
取
材
。
ま
た
み
ょ
う
が
館
で
、
は
ま
な
す
産

直
会
の
会
員
が
エ
ゴ
マ
を
使
っ
た
和
え
物
や
天
ぷ
ら

な
ど
、
様
々
な
山
う
ど
の
料
理
方
法
を
紹
介
し
、
特

産
品
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

ＪＡみどりの広場に、管内生産者などが出演

ＪＡグループ企画提供番組で、白神山うどを紹介

▲鈴木和子会長と役員の小川輝子さんたちが、竹島アナウンサーへ料理をＰＲ

　
Ｊ
Ａ
青
果
物
連
絡
協
議
会
と
能
代
市
農
業
技
術
セ

ン
タ
ー
が
主
催
す
る
、
冬
期
野
菜
栽
培
講
習
会
が
２

月
５
日
と
６
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
能
代
山
本
広

域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
家
が
各
作
物
の
栽
培
知
識
を
深
め
、
複
合
経
営

の
た
め
の
足
が
か
り
と
し
て
、
毎
年
こ
の
時
期
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
２
日
間
で
６
講
習
が
行
わ
れ
、
約

２
０
０
名
の
生
産
者
が

参
加
し
ま
し
た
。
講
習

で
は
主
力
作
物
の
ね
ぎ

の
ほ
か
、
ト
マ
ト
や
リ

ン
ド
ウ
な
ど
野
菜
全
般

の
栽
培
や
土
づ
く
り
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
気
象
変

動
や
市
場
需
要
品
目
へ

の
対
応
等
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

複合経営の広がりを目指し、栽培講習会を開催

▲講習を参考に、今年の営農計画を考える参加者

特産品青果物をはじめ、様々な作物の栽培を学ぶ

◀
収
穫
作
業
を
教
え
る
桜
田
部
会
長
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双子座（5・21〜 6・21）　知的好奇心が旺盛になる時期。興味を引かれる分野についてとことん調べて。共通の目標を持つ人との交流も吉


